
 

1 

 

東
書 

 

二
年
下 

 
 
 

 ニ
ャ
ー
ゴ 

授
業
計
画
（
計
五
時
間
） 

 

目
標 
絵
本
を
味
わ
い
、
紙
芝
居
を
楽
し
む
。 

 

第
一
次
指
導
（
概
観
の
指
導
） 

 

一
時
間 

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
読
む
） 

 

二
時
間 

第
三
次
指
導
（
紙
芝
居
の
活
動
） 

二
時
間 

 

第
一
次
指
導
（
話
を
整
理
し
、
話
の
山
を
探
す
） 

  

◎ 

区
画 

挿
絵
に
合
わ
せ
て 

計
七
区
画
（
指
示
） 
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0
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1
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1
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2
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４ 
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4
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５ 
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６ 
p

6
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７ 
p

7
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5
 

一 

よ
む
（
席
順 

区
画 

音
読 
七
名
） 

二 

と
く
（
読
後
感
の
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
題
か
ら
話
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
す
る
） 

・ 

「
ね
ず
み
」
と
「
ね
こ
」
の
面
白
い
話 

・ 

『
ニ
ャ
ー
ゴ
』
は
誰
の
声 

聞
い
た
の
は 

 

◎ 

ひ
び
き
（
印
象
の
強
い
と
こ
ろ
を
話
し
合
う
） 

 

・ 

三
回
鳴
い
た
『
た
ま
』
の
絵
を
読
む 

 

○ 

手
引
き
（
書
き
出
す
言
葉
の
指
示
） 

 

・ 

猫
の
し
た
こ
と
（
ね
こ
は 

の
文
か
ら
） 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

・ 

１
、
５
は
〇
、
２
、
３
は
全
員
で 

四 

か
く
（
選
ん
だ
語
句
を
視
写 

師
は
板
書
） 

五 

よ
む
（
板
書
を
全
員
で
指
黙
読
・
指
音
読
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
事
項
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

○ 

事
実
（
板
書
事
項
を
関
連
付
け
る
） 

 

・ 

ニ
ャ
ー
ゴ
と
鳴
い
た
の
を
何
と
聞
き
た
。 

 

・ 

食
べ
た
も
の
（
食
べ
た
い
も
の
）
土
産 

 
 
 

区
分
（
た
ま
と
３
匹
の
ね
ず
み
が
一
緒
の
所 

そ
こ
を
二
区
分 

計
四
区
分
） 

◎ 

山
（
詳
し
く
読
ん
で
い
く
と
こ
ろ
の
発
見
） 

・ 

話
が
面
白
く
な
っ
た
も
と
の
所
と
た
ま
が
子

ね
ず
み
を
食
べ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
所 

 

○ 

余
韻 

こ
の
話
を
聞
い
た
先
生
の
顔
は
…
？ 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

 
 
 
 

た
ま 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

ニ
ャ
ー
ゴ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

子
ね
ず
み 

３ 
    
 
 

１ 
 
 

○ 

先
生
の
顔
… 

   
 
 

２ 
 

口
を
と
が
ら
せ
て 

こ
ー 

   
 
 

３ 
 

食
べ
な
が
ら 

も
も 

   
 
 

４ 
 

こ
わ
い
顔
で 

 
 

さ
ー 

   
 
 

５ 
 
 

○ 
 

   
 
 

６ 
 

大
き
な
た
め
い
き
を 

四
― 

   
 
 

７ 
 

小
さ
な
声
で 

 
 

や
ー 

   

第
二
次
指
導
第
一
時
（
山
の
①
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い 

 

・ 

ね
ず
み
の
『
ニ
ャ
ー
ゴ
』
は
何
番 

小
さ
な

声
・
怖
い
顔
・
２
・
３
・
６
に
書
い
た
漢
字 

 

・ 

三
区
分
に
整
理 

 

◎ 

承
接 

・ 

先
生
の
話 

猫
の
習
性 

た
ま
の
勘
違
い 

 

○ 

手
引
き 

 

・ 

た
ま
と
子
ね
ず
み
の
最
初
の
会
話 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

○ 

語
義
（
意
味
や
働
き
の
難
し
い
語
句
）・
区
分 

 

・ 

ど
き
っ
と 

だ
あ
れ 

… 

言
っ
て
し
ま
っ
て 

 
 
 

顔
を
赤
く
す
る 

ふ
う
ん 

段
落
で
二
区
分 

 
 
 

前 

ね
ず
み
と
た
ま
で
三
区
分 

後 

二
区
分 

 

・ 

言
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
訳
に
二
区
分 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
話
し
合
い
、
味
わ
う
） 

 

・ 

た
ま
の
動
転
（
ね
ず
み
の
予
期
せ
ぬ
対
応
） 

 

・ 

「
だ
あ
れ
」
→
ど
き
っ
と
→
繰
り
返
し
…
… 

 

・ 

顔
を
赤
く
→
『
た
ま
』
と
名
乗
っ
て
…
… 

 

・ 

子
ね
ず
み
の
対
応
の
明
る
さ 

 

○ 

余
韻
（
た
ま
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

   



 

2 

〈
板
書
事
項
〉 

  
 
 

１ 

○ 

 
 
 

２ 

口
― 

 
 
 

３ 
食
― 

 

 
 
 

４ 
―
顔 

 
 
 

５ 

○ 

 
 
 

６ 

大
― 

 
 
 

７ 

小
― 

    
 

ね
こ
は
、
ど
き
っ
と 

 

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、 

 

子
ね
ず
み
は
も
う
一
度
、 

 

「
お
じ
さ
ん
、
だ
あ
れ
。
」 

 

と
、
元
気
よ
く
聞
き
ま
し
た
。 

 

「
だ
れ
っ
て
、
だ
れ
っ
て
…
… 

 

た
ま
だ
。
」 

 
 

ね
こ
は
、
言
っ
て
し
ま
っ
て 

 

か
ら
、
少
し
顔
を
赤
く
し
ま
し
た
。 

 

「
そ
う
か
、
た
ま
か
。
ふ
う
ん
。
」 

  

第
二
次
指
導
第
二
時
（
山
の
②
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い 

 
 
 
 
 
 

 

 

・ 

た
ま
の
顔
が
赤
く
→
ど
き
っ
と
→
名
前 

 

・ 

明
る
い
子
ね
ず
み
→
元
気
よ
く
→
ふ
う
ん 

 

◎ 

承
接 

・ 

桃
狩
り
→
せ
な
か
→
食
べ
る
→
食
べ
て
や
る 

 

○ 

手
引
き 

 

・ 

お
土
産
を
分
け
る
話
（
四
つ
猫
に
） 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

○ 

語
義
・
区
分 

 

・ 

へ
え 

も 

よ
ね 

よ 

う
う
ん 

た
め
い
き 

区
分 

話
者
の
確
認 

（
三
区
分
あ
げ
る
前
後
） 

 
◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
話
し
合
い
、
味
わ
う
） 

・ 
た
ま
が
た
め
息
を
つ
い
た
の
は
→
「
う
う
ん
」 

 
 

「
一
つ
じ
ゃ
た
り
な
い
」
→
四
匹 

 
 

「
あ
げ
る
」
→
ぼ
く
も
…
よ
→
ぼ
く
…
も 

 

○ 

余
韻
（
た
ま
は
子
ね
ず
み
の
優
し
さ
に
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
食
べ
る
の
を
忘
れ
た
… 

 七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 
 

     

〈
板
書
事
項
〉 

 
 

 

 
 

も
も 

 

せ
な
か 

 
 
×

食
― 

 
 
 

 

た
ー 

「
お
れ
の
う
ち
に
は
、 

 

子
ど
も
が
い
る
。」 

 

子
― 

「
へ
え
、
何
び
き
。」 

た
ー 

「
四
ひ
き
だ
。」 

 

「
四
ひ
き
も
い
る
な
ら
、 

 

一
つ
じ
ゃ
足
り
な
い 

 

よ
ね
。
ぼ
く
の
あ
げ
る
。」 

 

「
ぼ
く
の
も
あ
げ
る
よ
。」 

 

「
ぼ
く
の
も
も
も
。」 

た
ー 

「
う
う
ん
。」 

 

 

ね
こ
は
、
大
き
な
た
め 

 

い
き
を
一
つ
つ
き
ま
し
た
。 

    

」 

」 

」 

◎
◎
◎
◎
・
・
・
・
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◎ ◎ 

・
・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 

 
   

◎ ◎ 

」 

」 

・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 

 
   

◎ ◎ 
・
・ 

 
 
 
 
 

 
   

◎ ◎ 



 

3 

第
三
次
指
導
（
紙
芝
居
を
す
る
） 

 
一 
絵
は
担
任
が
一
組
用
意
す
る
。 

二 

準
備 

役
割
分
担
を
決
め
る
。 

 

・
班
ご
と
に 
絵
を
繰
る
係
り 

 
 

 
 
 
 
 

登
場
人
物 

 
 
 
 
 
 
 

地
の
文 

 

・
区
画 

１
～
４
か
４
～
７
を
選
ぶ 

三 

練
習 

 

・
会
話
部
分
の
演
じ
方
を
相
談
す
る
。 

 
 

 

驚
い
て
い
る
声 

 
 
 

驚
か
そ
う
と
い
う
声 

 
 
 

大
き
な
声 

 
 
 

小
さ
な
声 

 
 
 

明
る
い
声 

 
 
 

怖
い
声 

 
 
 

優
し
い
声 

 

・
地
の
文
の
読
み
方
を
相
談
す
る
。 

 
 
 

ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
読
む
こ
と
が
基
本 

 
 
 

各
班
ご
と
の
工
夫
を
生
か
す 

四 

発
表
会 

 
 

 

一
度
に
全
部
の
班
の
発
表
は
、
聞
く
方
が

飽
き
て
来
る
の
で
、
二
〇
分
く
ら
い
で
止
め
、

二
、
三
回
に
分
け
る
。
残
り
の
時
間
に
は
別

な
課
題
を
す
る
。（
ド
リ
ル
学
習
等
と
組
み
合

わ
せ
る
） 


